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(57)【要約】
【課題】　ストッパーとしての動作が確実で、しかも床
面に対する係合保持力の強弱を操作プレートの押し込み
具合により簡単に調整することのできるストッパーを簡
単な構造により提供する。
【解決手段】　上端面並びに下端面に開口部１ａ、１ｂ
を有する筒状ボディ１と、同軸的に配置され且つ前記筒
状ボディ１に上下摺動可能に保持された上軸２並びに下
軸３と、前記上軸２の上動をロックするロック機構４と
、上軸２と下軸３との間に配置された第１のスプリング
５と、下軸３を復帰させる第２のスプリング６とを含み
、前記上軸２の上部が筒状ボディ１の上端面から露出し
てその先端部に操作プレート７が設けられ、下軸３の下
部が筒状ボディ１の下端面から露出してその先端が床面
接触部３ｂに形成されており、前記ロック機構４は筒状
ボディ１の外部からロック並びにロック解除の操作をす
るための操作レバー４ａを備えている構造。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上端面並びに下端面に開口部を有する筒状ボディと、同軸的に配置され且つ前記筒状ボ
ディに上下摺動可能に保持された上軸並びに下軸と、前記上軸の上動をロックするロック
機構と、上軸と下軸との間に配置された第１のスプリングと、下軸を復帰させる第２のス
プリングとを含み、前記上軸の上部が筒状ボディの上端面から露出してその先端部に操作
プレートが設けられ、下軸の下部が筒状ボディの下端面から露出してその先端が床面接触
部に形成されており、前記ロック機構は筒状ボディの外部からロック並びにロック解除の
操作をするための操作レバーを備えていることを特徴とする回動扉のストッパー。
【請求項２】
　前記ロック機構は、上軸を下動させるときはその移動を許し、上軸の上動を許さない機
構となっている請求項１に記載の回動扉のストッパー。
【請求項３】
　前記第１のスプリングと第２のスプリングとが一本のスプリングで形成されている請求
項１または請求項２に記載の回動扉のストッパー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒンジを支点としてスイングする回動扉を、任意の開き位置で保持するスト
ッパーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、回動扉を任意の開き位置で停止させるストッパーとして、扉に保持させた脚杆を
枢軸を支点として反転させてその先端を床面に接触させる方式のもの（例えば特許文献１
～特許文献２参照）や、扉に保持させた脚杆を下動させてその先端を床面に接触させる方
式のもの（例えば特許文献３参照）が知られている。
【特許文献１】特開平０９－１７７４１１号公報
【特許文献２】特開２００１－１９０１６３号公報
【特許文献３】特開平０７－１４０５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、特許文献１並びに２の方式では、脚杆を下向きに反転させたときに、脚杆と床
面との接触による係合力が弱く、重量のある玄関扉では扉を停止させるための十分な係合
保持力が得られないといった問題点があるとともに、脚杆を上向きに反転させたときに誤
って手先を脚杆と扉面との間に挟み込むといった危険性があった。
　また特許文献３に示すストッパーでは、床面に接触するストッパー片２１がシャフト２
２に対してスプリングにより弾力的に保持されているので、この弾性の範囲内で床面に対
して弾力的に接触して床面に対する係合保持力が得られるように考慮されているが、スト
ッパー片２１を下動させるシャフト２２（並びにこれと一体的なシャフト２３）が、レバ
ー(セット機構３０）によりその下動停止点が決められているので、ストッパー片の先端
と床面との接触による係合保持力が常に一定である。従って、ストッパーを予め扉に組み
込むなどして正確に扉に取り付ける必要があり、ユーザーが扉表面に後付けで取り付ける
ことは困難であった。また、風の強弱や、床面の滑り具合、或いは扉の重量等の状態に応
じてレバー操作により係合保持力を増減させることができない、等の欠点があった。
【０００４】
　そこで本発明は、上記のような従来欠点を解消して、床面に対する係合保持力の強弱を
操作プレートの押し込み具合により簡単に調整することのできるストッパーを簡単な構造
により提供することを主たる目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　上記の課題を解決するために本発明では次のような技術的手段を講じた。即ち、本発明
にかかるストッパーは、上端面並びに下端面に開口部１ａ、１ｂを有する筒状ボディ１と
、同軸的に配置され且つ前記筒状ボディ１に上下摺動可能に保持された上軸２並びに下軸
３と、前記上軸２の上動をロックするロック機構４と、上軸２と下軸３との間に配置され
た第１のスプリング５と、下軸３を復帰させる第２のスプリング６とを含み、前記上軸２
の上部が筒状ボディ１の上端面から露出してその先端部に操作プレート７が設けられ、下
軸３の下部が筒状ボディ１の下端面から露出してその先端が床面接触部３ｂに形成されて
おり、前記ロック機構４は筒状ボディ１の外部からロック並びにロック解除の操作をする
ための操作レバー４ａを備えている構造とした。
【０００６】
　上記第１のスプリング５と第２のスプリング６とは夫々独立して形成するのが好ましい
が、一本のスプリングで形成することも可能である。
　尚、上記のストッパーは、扉Ｂの下部表面に両面接着テープやビス等で取り付けて使用
される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のストッパーは上記の如く構成されているので、使用状況に応じて、操作プレー
トに対する押し下げ力を加減するだけで、下軸の床面接触部と床面との係合保持力を簡単
に調整することができて確実に扉の開放姿勢を保持することができると共に、ストッパー
の扉への上下方向の取付位置に多少の取付誤差があっても、操作プレートを押し込むこと
によって下軸の床面接触部を床面に弾力的に接触させることができるので、多少の取付誤
差は吸収することができ、しかも、構造が簡単で低コストで製作でき、且つ、扉のロック
並びに解除操作が容易であるといった種々の効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の詳細を図面に示した実施例に基づいて説明する。
　図において、符号１は上端面並びに下端面に開口部１ａ、１ｂを有する合成樹脂製の筒
状ボディであって、周壁の一部が平坦な取付面１ｃに形成されていて、この取付面１ｃを
介して両面接着シート或いはビスにより扉Ａに取り付けるように形成されている。また前
記筒状ボディ１には上軸２と下軸３が同軸的に且つ上下摺動可能に保持される。前記上軸
２の上部は筒状ボディ１の上端開口部１ａから露出してその先端部に操作プレート７が設
けられ、下軸３の下部は筒状ボディ１の下端開口部１ｂから露出してその先端が床面接触
部３ｂに形成されている。床面接触部３ｂにはゴム等の摩擦係数の大きな素材を取り付け
ておくのが好ましい。また、前記上軸２の下端に形成されたフランジ２ａと下軸３の上端
に形成されたフランジ３ａとの間に第１のスプリング５が設けられ、下軸３のフランジ３
ａと筒状ボディ１の底壁との間に下軸３を復帰させるための第２のスプリング６が設けら
れている。
【０００９】
　更に、本ストッパーには前記上軸２を所望の位置でロックするためのロック機構４が設
けられている。このロック機構４は上軸２が下動する時はその移動を許し、所望の位置で
停止させた時は上方への移動が阻止されるような機構のものが採用される。本実施例では
上軸２が貫通する穴４ｂを備えた逆への字形の板状のロックプレート４ｃがバネ４ｄによ
り傾斜姿勢に保持され、そのロックプレート４ｃの傾斜上位側が筒状ボディ１の外部に取
り出されて操作レバー４ａに形成されている。そして、常時はロックプレート４ｃが図１
並びに図２の傾斜姿勢に保持されていて、ロックプレート４ｃの穴４ｂの内縁が上軸２の
外周面に係合している。この状態で上軸２を押し下げると、穴４ｂとの摩擦によりロック
プレート４ｃも水平な姿勢になる方向に少し変位して穴４ｂと上軸２との係合力が低下し
て上軸の下動を許すが、上軸２の押し下げ力を解消すると、ロックプレート４ｃはバネ４
ｄによって元の傾斜姿勢に復帰し、穴４ｂの内縁と上軸２の外周面との係合により上軸２
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の上動をロックするようになっている。
【００１０】
　上記の如く構成されたストッパーは、図１に示すように扉Ａの下端部分の表面に取り付
けて使用される。この際、上軸２並びに下軸３はスプリング５，６により最上位に上動し
た状態にあり、下軸３の下端接触部３ｂが床面Ｂより浮き上がった状態にしておく。
　扉Ａを所望の開き位置で保持したいときは、図２に示すように、足等で操作プレート７
を踏み込んで上軸２を下方に押し込めばよい。上軸２の下動によりスプリング５が圧縮さ
れて下軸３が復帰スプリング６に抗して押し下げられ、その下端の床面接触部３ｂが床面
に弾力的に接触して扉Ａの開放姿勢をその位置で保持する。この際、操作プレート７への
踏み込み力に応じてスプリング５並びに復帰スプリング６の圧縮反発力が増減するので、
下軸３の床面接触部３ｂと床面Ｂとの係合保持力を、状況に応じて足による踏み込み力を
加減するだけで簡単に調整することができる。また、ストッパーの扉Ａへの上下方向の取
付位置に多少の誤差があっても、操作プレート７を踏み込むことによって下軸３の床面接
触部３ｂを床面Ｂに接触させることができるので、多少の取付誤差は吸収することができ
る。
【００１１】
　扉Ａの開放姿勢を解除したいときは、操作レバー４ａを図３に示すように足等で押し下
げると、ロックプレート４ｃの穴４ｄと上軸２との係合が解除されて、スプリング５並び
に復帰スプリング６の弾性復元力により上軸２並びに下軸３が図１の元の姿勢に復元し、
扉Ａの開放姿勢の保持が解消される。
【００１２】
　本発明において、上記した上軸２や下軸３のストローク量や、スプリング５並びに復帰
スプリング６の弾性強度等は、好ましい設定値で定められるものであって、特にその数値
は特定されない。また、上記したロック機構４は上記実施例で示した機能を有するもので
あればどのようなものであっても良い。
【００１３】
　また、上記実施例では第１のスプリング５並びに復帰用の第２のスプリング６を夫々独
立したスプリングで形成したが、図４並びに図５に示すように連続した一本のスプリング
５ａで形成することもできる。この場合、下軸３の上部に水平な受けピン８を設けて、こ
の受けピン８によりスプリング５ａを上下に分断した状態で保持させる。これにより受け
ピン８から上方部分が上記した第１のスプリング５として作動し、受けピン８から下方部
分が復帰用の第２のスプリング６として作動して先の実施例と同様な動作を行うことがで
きる。このような構成により、機構の簡潔化を図ることができる。
【００１４】
　図６は、本発明の別の実施例を示すものであって、この実施例では、上軸２の軸芯部に
下方に向かって開口する孔２ｂが設けられ、下軸３に連なって前記孔２にスライド可能に
嵌合するスライド軸３ｃが設けられている。これにより、上軸２と下軸３は同軸線上で横
ブレすることなくスムースに上下動させることができる。尚、この場合、図７に示すよう
に、上記とは逆に下軸３に孔３ｄを設け、上軸２にスライド軸２ｃを設けて構成すること
も可能である。
【００１５】
　以上、本発明について詳述したが、本発明では、その構成要件を備え、かつ本発明の目
的を達成し、本発明の効果を奏する範囲内において適宜改変して実施できるものである。
【産業上の利用可能性】
【００１６】
　本発明のストッパーは、玄関ドアや室内ドアなど回動扉全般に使用することが可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明にかかるストッパーの一実施例を示す断面図。
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【図２】上記ストッパーの図１同様の断面図であって、扉の開放姿勢を保持している状態
を示す。
【図３】上記ストッパーのロック機構の解除状態を示す断面図。
【図４】本発明にかかるストッパーの別の実施例を示す断面図。
【図５】図５で示した実施例における扉の開放姿勢を保持している状態を示す断面図。
【図６】本発明にかかるストッパーの他の実施例を示す断面図。
【図７】本発明にかかるストッパーの更に別の実施例を示す断面図。
【符号の説明】
【００１８】
Ａ　扉
Ｂ　床面
１　筒状ボディ
２　上軸
３　下軸
３ａ　床面接触部
４　ロック機構
４ａ　ロック機構の操作レバー
５　第１のスプリング
６　復帰用の第２のスプリング
７　操作プレート

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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